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拳 ユ 。人 ビ ぶ の会
省エネルギーについて 川井 秀夫

この1月 要請を受けて、大阪市の某 区役所職員の研修セミナーに招かれ、「生活の中

のエコロジー」と題 してお喋りをしてきました。30代から40代の男女40名の方が熱

心に話を聴いてくれましたが、冒頭、温暖化のメカニズムをご存じの方はと問いかけまし

たが一人も手が挙がりません。市民に接する役所の窓口業務の方がこんな認識ではと、少

し心細い印象を拭えませんでした。

それはさておき、温暖化の元凶は詰まるところC02ガ ス (化石燃料から発生する六種

類のガスが対象)の増加が原因と言われておりますが、なくてはならないものである事も

認識 しておく必要があります。現在人気中のC02濃度は380ppm、 400,pmを

越えると気候変動に著 しく影響が出ると言われております。

今、政府において部門別のC02抑制の政策大綱が策定中で、この4月 には公表される

事になっております。下図に見られる如く、運輸部門・家庭部門の増加が大きく産業部Fl

には更なる肖1減義務が生じることが予想されます。

家庭部門においては、核家族化、高齢化が進み、今後もエネルギー消費が拡大する事が

予想され、政府も数値的な政策は考えず、環境税の導入による間接的な抑制効果、ライフ

スタイルの改善、グリーン購入の健進 (省エネ製品の購入)、 意識改革を強 く呼びかける

機 関 藤 :弟 38号 :平成 ■ 7年 4月 ■ 日発 行

ことになるでしょう。

わが国のC02排出量の部「]別推移
(%)

エアコンを5ケ リ]使
'1し

ない

千 1VFlに はコンセントを1友 く 12_718700111

シャヮーはこまめに止める

家族全 tム が1人 1分無1く する72.31g3100円

夏のFrtFlは 、llに 水を張る

200ιK谷槽て3・ Cの 水温差

奈良 。人 と自然の会

我々の家庭生活の中で、次のことに

チャレンジしてみませんか。

例示 :夫婦と子供 1人 K3人家族。

集合住宅。乗用車 1台。

走行距離 年 1万 キロ。

電灯のスイッチをこまめに消す

100■ の電気を全部屋 1日 5時 間消す

C0211減 79.2L4100円 節約/年

テレビを見ない時は主電源OFF

l日 15時 間 t電源切る

6_l18   400111

瞬lll湯 沸器の l■ 火つけばなしを lLめ る

25_7建  1100「]

風呂は冷めないうちに続けて入る。

電気湯沸器の追い焚きを止める

61.6燎  260011i

◆ 桑用車 曖気運転を上める

5分間/1H 年間 100日  16_5t60011

66_6t 2800'1

歯磨きは水を流しばなしにしない 6。 912000円

1年間でC02排出量 5%削減。 2万 2千円お得。次回は「新エネルギー」について
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Ц

キジバト

長野晃

この鳥はスズメやカラスと共に余りにも身近すぎて、観察会でもスコープに入れてもらう

ことすらなく「なんだ、ハ トか」で済まされてしまい勝ちです。しかし、こういう気の毒 ?

な鳥たちこそ、じっくり見るとなかなか可愛く面白いヤツなのです。特に、キジバ ト (も

含めたハ ト類)は他の鳥にはない生態上のユニークな特長を持っています。わざわざ遠く

へ出かけなくても、家の近辺でちょつと注意して見ればこのような特長のいくつかを観察

することができます。

① つがいは非常に仲睦まじい。

2羽が電線や木の枝に止まつて嘴を合わせたり、相手の首や顔に嘴をいれたり、互いに

11づ くろいし合つたり本当にやさしく穏やかに愛し合つているのがよく観察されるの

は見ていて微笑ましいものです。これだけ仲がよさそうですから、つがい関係もハクチ

ョウ類のように長く続くと思いたいところですが、残念ながらそうでもないようです。

これにはいくつかの説がありよく分かりませんが、少なくとも同じつがいで数回繁殖を

繰り返すようです (②項の出典参照)。 ちなみに英語には a脚山 ofturtle dove(キ ジバ

トのペア)と いつて「伸のよい男女」を表すことばがあります。「オシドリ夫婦」の英

語版で、両方とも多少の誤解に基づいているところが面白いですね。

② l年に何度も繁殖する。

キジバ トは市街地の庭などにでも平気で巣をつくります。高さも人間の背丈くらいです。

庭のヒマラヤスギにも数年前に蛇に襲われるまでほぼ毎年営巣し、年 3～ 4回繁殖を繰

り返していました (「各つがいは年間6～8回繁殖を繰り返す」;PHPカ ラーハンドプ

ック・鳥)。 他の島は年 1～ 2回の繁殖が普通なのに何故かといろいろ調べてみて分つ

たことですが、ハ トは脂肪と蛋白質の豊富なビジョンミルクを体内でつくりそれを雛に

与えるとのことです。他の鳥はたとえ成鳥が植物食であつても雛には動物食を与える必

要があるため昆虫などの多い春、夏に集中して繁殖活動を行うのです。産む卵数は毎回

決まつて 2個でした。本を見ると「理由は分らない」とありますが、多分繁殖回数との

関係であることは明らかだと思います。 (pigeOnはやや大型のハ ト。doveは小型のハ

ト)

③ 水を飲むとき嘴を水につけたまま吸い込む。

これもちよっと気をつけていれば意外にしばしlfa察されます。最近観察した例ではほ

とんど嘴の根7Elま で水に浸けてゴクゴクといった感 じで飲んでいました。嘴ですくつて

から上を向いて流し込むというのが鳥類の一般的な水の飲み方で、ハ ト方式はベニスズ

メ科の鳥などゴクゴクー部に限られるそうです。

④ 雨浴びをする。

大抵の鳥が羽虫を退治し羽を清潔に保つため水浴びをすることはよく知られているし

そういう場面に出くわすことはめずらしいことではありません。キジバ トも無論水溜り



などで行水をします。鼻歌をうたっていたかどうかは定かではありませんが、庭の水鉢

にどつぶり浸かつていたという話を聞いたこともあります。この他にキジバ トは特技と

して雨浴びをします。雨の日に注意して見て下さい。

小降りであればスズメやヒヨドリでも平気で濡れていますが、強く降ってくると飛んで

行つてしまいます。ところがキジバ トはかなり強く降つていてもじつとしています。

一昨年の 2月 、京都植物園で大雨の中エノキの大木に止まって 1数羽のアオバ トが雨浴

びをしているのを見たことがあります。これもハ ト類共通の習性のようです。

気が付かなかつたと言う方、次の機会にはキジバ ト君を是非スコープに入れじつくりお付

き合いしてみて下さい。

ところで、私の若い頃はキジバ トはヤマバ トと呼ボのが普通でした。山の鳥で、人里では

滅多に見かけられなかつたからです。それが 11∫街地にまで進出するようになつたのは 1970

年近くになつてからだと思います。空気銃が規制されたり、国が豊かになり人が鳥たちに

やさしくなったことなどが理由ではないかと思います。そういえば幼少のころ父親の狩猟

の獲物の中に必ずヤマバ トが入っており、なかなかの美味であつたことを思い出しました。

貧 しい時代だったとは言え、昔の悪行に 「反省 |」

剖 ll祐司

3月 22日 (火 )、 朝からはつきりしない天気だ。予報は午後から本降りになるとの

こと。気温 13度くらいで肌寒い。レインウエア、レインハット、オーパーズボン、足

回りなど手配万全も過剰装備と笑われても、備えあれば憂いなしと軽くいなして、男性

5女性 4の総勢 9人で出発.

近鉄信貴出下駅からはバスで信貴山停留所へ。ここまでをもし歩けば 1時間のハイキ

ングコースとなっている。10時 20分朝護孫子寺へ向けて歩き始める。門前町を通り

抜ける途中、アオモジ小群落に出会う。今満開。黄色の丸い8ミ リくらいの花が緑色の

枝にびっしりついている (散形花序)。 小雨模様の山の斜面が、そのあたりだけパッと

明るい。信貴山から高安山にかけては、随所にアオモジの群落がある。図鑑では九州西

部、南部、琉球に自生するとなつているが、誰かこの地に植えたのが繁殖したものらし

ぃ1黄色は雄しべの商の色で、花被は自、雌雄異株。



立派な仁工門から開運橋へ。下に広がる大門池を覗けばなんとオシ ドリが 10羽見ら

れる。切 り立った池の岸は水際までカシやコナラが覆いかぶさるように繁茂 している。

オシ ドリの棲家としては絶好なのだろう。幸先良し、高まつた気分で朝護孫子寺へ向か

う。境内のカヤの巨木は直径 180cm樹 齢 1500年 の代物。聖徳太子の頃から人間

の営みを見てきたことになる。また、日本で 2本 しかないという珍しいイチヨウ。この

ギンナンは合掌した手の形をしているとのことだが、一つも見当たらない。毘沙門堂ヘ

お参 りして、地下の暗闇の戒壇 くぐリヘ。まつたくの無明、暗闇の持つこの圧迫感はい

つたい何だろう。邪念を払つてひたすら進む・・・ 。その間約百歩。諾々の厄を払つて

地上の世界へ戻る。

毘沙門堂から、空鉢護法堂を目指して 12丁 (約 600‐ )の石段をあえぎながら登

る。周 りは興味深い社叢林.ア ラカシ、シラカシ、コジイ、スダジイ、ナナミノキ、ソ

コゴなどの常緑広葉樹、アカシデ、イヌシデ、。
コナラ、クヌギ、アベマキ、アオモジ、

ヤマザクラなどの落葉広葉樹、コウヤポウキ、ヤプラン等など。

12時、信貴山山頂、空鉢護法堂に着く。宝山寺のある地点もそうだが、ここは火山

だつた生駒山系にある古い溶岩 ドームの上である。ここからの展望がすばらしい。曇 り

空ながら、南に明神山、二上山、岩橋山、葛城山、金剛山が直列 して連なり、その先や

や西方に和泉山脈。西には PLの塔。東方向は限下に馬見丘陵、遠くに耳成山ヽ 畝傍山

が薄露の中に浮かんで見える。

空鉢護法堂の裏が信貴山城跡となつている。城址にある」大コナラ (BHD約 80c

m)の下で昼食。幸い雨は一時やんで、ゆつくりできる。戦国の条雄で、茶の場を好ん

だといわれる松永弾正久秀が織田信長に反抗して立てこもつた所。愛蔵の名器「平蜘妹

の茶碗」、それと引換に命を助けるという信長の申し出を拒否して、茶碗を抱いて爆死

したという。ここでは歴史の話にも花が咲く。

13時、雨が強くなつてきたので、下山することにする。来た道を多宝塔まで引返し、

世界一大きいお地蔵様を拝んでから開山堂を経由、再び仁王門から門前町へ。来たとき

には気づかなかつたが、桜、梅、アオモジなどの雑木林に野鳥の群れが飛び交いえさを

漁つている。今頃は、違う種類の野鳥が一つの群れを作る時期なのだそうだ。ウグ

イ

負豪蕊進彙 |こ蓬I督二Lヌ軍二彗雲奪iヒ ュゥガミズキの花が表 しい。ギわらがクマ

ノミズキかという議論と解説を楽しみながら小雨の山道を歩くら
:信

貴山停留所から、ケ

ープル跡地のハイキングコースを一直線に歩いて下る。左右は桜千本といわれる並木道

だが、まだ奮はほころんでいない。滑らないように下ばかり見ながら歩く。ネコノメソ

ウの群落に出会って、思わずコンニチワ。「天王桜が一寸咲いていたよ」とは寺田さん。

激 しくなつた雨に足元ばかり気にしていた我々には上を見る余裕は無い。

14時 30分信貴山下駅に到着。雨のお陰で体力にも余裕を残 して、無事終了。大変

立派な三郷町図書館の軒下で、感想を述べ合い、お世話いただいた阿部さんに感謝、次

国を約 して解散。
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カラス
ト ィ

(`りこ_メ‐■、.プ千:リーーーーー1亀
日本にはカラスはいないでガラスばかり・・ ?「カラス」は実はパシブ トガラス、ハシボ

ソガラス、ミヤヤガラス(コ クマルガラス等の総称です。昔映画で繁栄した「タビガラス」

は別種です。「ブ ト」の方は今都会に進出して大繁栄し今憎まれ役ですが、この繁栄は人間

さまの一助のお陰げです、元は森林性のカラス。「ボソ」は昔『 ごんベェが種蒔きゃカラス

がほじくる』のカラス、人と仲良く暮らして来ました。カラスはとても賢い鳥で特に「ボ

ソJはクルミを上空から落として割つたり、道路に置いて車に襟かせてみたりします。何

時か海岸でカモメがそれを見て真似をするのだけれど、そこは砂浜 (く だんのカラスは別

荘のコンクリー トで割っている)ま だまだ学習が未熱というのをテレビで見たことがあり

ます。キュウカンチョウの様に物まねをするのもいます、少しですが声帯を使えるようで

す。食生活が安定しているためか寄り合つて打ち合わせをしているような集団がいます。

タカを見る時のヒントです。黒い服で時間をもてあましている不良グループ、不穏な動き !

と思つたらヤッパリ!!オオタカに突撃です。暴走族が集団リンチをしているようでチョ

ツ ト不快な気分になります。一向に反撃に転じないオオタカに「あんたタカなんだからガ

f,&tiS.,\fa

がが二

|」F::IItダ ;:皇象I貫し募L言∵
|されます。歩道橋の近くの街路樹に

ち

食べている写真が 3/15鳥友から届きまし

た。カモメさんに対して、不適切な発言

がありましたことお詫びいたします。
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3/8  竜田川でカワセミ2羽が近くに寄り添うよぅに、春なのでしょうか 勝田
3/16  三室山 ウグイス初鳴き 勝田
3/23  チョゥゲンボウが竜田川近くのの民家のひさしに止まりました。

止まっているのを見たのは初めてでした。ゆつくり見ました。  勝田

図鑑で調べると、雌でした。
3/28  ツバメ2匹初見。昨年は 16日 でした。竜田りll.
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勝 田
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